
自分たちの地域は自分たちで守ろう 広野２区環境保全会

活動の背景 新規活動の発足と活動 活気ある住民の復活を目指す
過去からの分譲地の状況が40年近く
土地のみの方々が多くその土地が
山林化の状況になってきている。

2019年の土砂災害（主婦が犠牲に）

環境整備を進めて過ごしやすい地域の実現

活動により住民の繋がりと暮らしやすさが今後も必要

空地樹木の伐採を進め、地主等と住民が
気軽に語り合う場を作る。

地域における雇用の創出に繋がった。

薪割り等による薪作りを開始

空地・空家の登録応援

モットー

活動の一環として伐採案件が増え、
木々の処理に困惑解消に努める。

2021年の倒木災害３件を経験

伐採材の再利用

薪棚の製作 薪の何倍先の棚

伐採依頼現場前

薪製作現場

伐採依頼現場後

活動の成果 4軒の市ホームページに掲載
案内を60件行ったが、回答が少ない。
今後も続けて畑野町のアピールを進めて行く。


